
２０１９年３月１１日 

 

「平成３０年度東京都スポーツ推進モデル企業」に選定されました 

 
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）は、 

「平成３０年度東京都スポーツ推進モデル企業」に初めて選定されました。 

 当社はこれまで女子柔道部・女子陸上競技部・トライアスロン部を創部し、スポーツ界の第一線で活躍

する選手を育成、各競技界の強化・繁栄に貢献をしてきました。また、その経験を活かしパラアスリート

の支援も行っています。そのほか、近年は社員一人ひとりが心身ともに健康でいきいきと働くことが 

できるよう、健康の保持増進を支援する取組に力を入れています。 

 今後もスポーツ振興活動や社内の健康増進の取組を積極的に展開していきます。 

 

１．平成３０年度東京都スポーツ推進モデル企業について 

  平成３０年度東京都スポーツ推進企業２６６社の中から、 

特に社会的な影響や波及効果の大きい取組をしている企業等 

１１社が選定されました。 

  

※「平成３０年度東京都スポーツ推進モデル企業」 

   https://www.sports-tokyo.info/company/model_2018.html 

 

２．当社の主な取組 

（１）選手の育成と支援 

   アスリートとしてだけでなく社会人としても一流になるために、競技と仕事の両立を目指して 

います。世界に挑戦するアスリートが身近にいることで、一緒に働く社員は刺激を受け、 

アスリートにとっても応援する人が支えとなり、相乗効果を生んでいます。 

 

（２）地域社会への貢献活動 

   当社アスリートによる柔道教室・ランニング教室を開催しており、社員・代理店も交えて 

地域との交流を図っています。そのほかにも支えてくださる皆さまへの感謝をこめて、講演や 

イベントへのアスリート派遣等、社会貢献活動に取り組んでいます。 

 

（３）「健康保持・増進」動画による運動推進 

当社アスリートが、オフィス等で簡単にできる運動やストレッチ 

を紹介するシリーズ形式の動画により、社員が明るく楽しんで 

取り組める健康づくりを推進しています。 

 

 

（４）健康増進ウォーキングの推進 

   ２０１８年１０月に、当社で開発したヘルスケアアプリ 

「ココカラダイアリー」の歩数データ記録機能を活用した 

「ウォーキング企画」を実施し、１か月で２４万８０００歩以上 

の達成を目指して、社員が健康増進に取り組みました。 

 

以 上 

 

https://www.sports-tokyo.info/company/model_2018.html

